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一般会計予算

を
残
す
条
例
は
制
定
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
【
太
谷
正
治
】

　
公
共
下
水
道
区
域
外
流
入
の

分
担
金
徴
収
に
必
要
な
こ
と
が

ら
を
定
め
る
も
の
で
、
東
部
農
集

排
を
公
共
下
水
道
に
統
合
に
も

関
係
す
る
大
変
重
要
な
条
例
で

あ
る
。
予
算
は
す
で
に
議
決
さ
れ
、

事
業
の
実
施
は
目
前
で
、
早
急
に

必
要
な
条
例
で
あ
る
。
行
政
処
分

と
し
て
「
村
長
が
定
め
る
」
と
い

う
表
現
は
い
く
ら
で
も
あ
り
、
ま

た
、
条
例
が
規
則
に
制
限
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
条
例
が
規
則
に
委

任
し
て
い
る
の
で
当
然
の
表
現

で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
条
例
の
制

定
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
賛
成

す
る
。
た
だ
し
、
規
則
で
あ
っ
て

も
議
会
は
目
を
光
ら
せ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
行
政
は
肝
に
銘

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

●
議
案
第
33
号

反
対
討
論
【
小
林
英
雄
】

　
受
益
者
負
担
金
制
度
は
賦
課

替
え
の
違
法
性
と
と
も
に
新
し

い
制
度
の
検
討
も
第
三
者
委
員

会
に
依
頼
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
負
担
金
制
度
が
大
幅
に

変
わ
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
現
状
で
の
変
更

で
は
、
次
に
制
度
が
変
わ
っ
た
と

き
は
大
幅
な
シ
ス
テ
ム
変
更
が

必
要
に
な
り
、
無
駄
な
予
算
を
投

入
す
る
こ
と
に
な
る
。
不
確
定
な

情
報
を
新
た
な
シ
ス
テ
ム
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
、
間
違
い
を
今

後
も
引
き
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　
平
成
13
年
に
は
電
算
の
シ
ス

テ
ム
は
使
い
勝
手
が
悪
く
、
三
谷

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
変
え
た
と
説

明
を
受
け
た
が
、
ま
た
電
算
に
戻

す
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
。
シ
ス

テ
ム
は
一
度
入
れ
る
と
、
そ
の
後

の
変
更
や
保
守
管
理
、
使
用
料
支

払
い
な
ど
で
、
長
期
で
多
額
の
予

算
が
必
要
に
な
る
。
慎
重
を
期
す

べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
【
太
田
　
修
】

　
現
在
の
三
谷
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
は
、
庁
内
各
課
が
使
用

し
て
い
る
㈱
電
算
の
シ
ス
テ
ム

と
は
全
く
異
な
り
、
使
用
で
き
る

職
員
が
少
な
く
、
互
換
性
も
な
い

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
12
年
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
や
、
今
回
の
問

題
等
の
関
係
で
早
急
な
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
導
入
予
定
の

シ
ス
テ
ム
は
、
庁
内
全
課
間
で
の

横
断
的
な
シ
ス
テ
ム
化
が
可
能

で
あ
り
、
受
益
地
の
管
理
等
が
税

務
課
の
固
定
資
産
の
デ
ー
タ
と

連
動
し
、
管
理
体
制
が
十
分
整
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
電
算
の
シ

ス
テ
ム
も
大
き
く
改
善
さ
れ
、
信

頼
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
行
政
の
使
命
は
今
困
っ
て
い

る
住
民
に
将
来
の
対
応
を
含
め

て
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
論
点
は
別
件
の
も
の

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

糸魚川・小谷・白馬議会で松糸道路早期実現を県に要望　２月18日


